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【写真左から3人目】
沖縄ガス株式会社　
　常務取締役　原國 政人 様
【写真左から2人目】
沖縄ガス株式会社　
　総務部長　野﨑 洋一 様
【写真左から1人目】
沖縄ガス株式会社　
　総務課主任　諸喜田 誠 様
【写真右から3人目】
本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から2人目】
本会　常務理事　嘉陽 孝治

沖縄ガス株式会社様（7.29）

【写真左から1人目】
東洋羽毛九州販売株式会社鹿児島営業所　
　所長　野坂 広太 様
【写真右から2人目】
本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会　常務理事　嘉陽 孝治

東洋羽毛九州販売株式会社
　鹿児島営業所様（7.8）

【写真左から3人目】
沖縄明治乳業　株式会社　
　代表取締役社長　村田 紳 様
【写真左から2人目】
沖縄明治乳業株式会社　
　常務取締役　仲田 和男 様
【写真左から1人目】
沖縄明治乳業株式会社
　営業部企画課　課長代理　當眞 健太 様
【写真右から3人目】
本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から2人目】
本会　常務理事　嘉陽 孝治
【写真右から1人目】
本会　事務局長　高良 正樹

沖縄明治乳業株式会社様（6.14）
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松
田
杏
子
さ
ん（
72
）は
、「
子

ど
も
の
ぬ
り
絵
の
下
絵
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
描
く

こ
と
が
楽
し
く
て
！
」
と
絵
を

描
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
当
時

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
木
も
れ
日
」
に
惹
か
れ
、

２
年
程
同
テ
ー
マ
を
中
心
に
制

作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
作
で
は
、
柔
ら
か
な
森
の

静
け
さ
の
中
を
二
人
で
歩
き
な

が
ら
、
光
輝
く
明
る
い
場
所
へ

進
ん
で
行
く
様
子
を
表
現
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
作
品
を
通
し
て
、
木
の
温
も

り
や
爽
や
か
な
風
等
の
沖
縄
の

自
然
が
与
え
て
く
れ
る
心
の
安

ら
ぎ
を
表
せ
た
ら
い
い
な
と
い

う
想
い
を
持
っ
て
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

　「
楽
し
い
こ
と
や
知
ら
な
い

こ
と
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ

る
。
楽
し
い
こ
と
を
探
し
な
が

ら
日
々
過
ご
し
た
い
」
と
語
る

松
田
さ
ん
。

　『
ち
む
ど
ん
ど
ん
』
素
敵
で

す
ね
。

編集
後記

令
和
4
年
度
も
折
り
返
し
地
点
目
前
。

　一息
つ
き
な
が
ら
、年
度
前
期
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？

　
さ
あ
、後
半
戦
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

探してみよう! マークで学ぶ SDGs　著者：蟹江　憲史

　ＳＤＧｓは世界共通の合言葉。貧困や不平等・格差、気
候変動などの様々な問題を解決するために、「17の目標」
を掲げて「だれも置き去りにしない世界」の実現を目指し
ています。
　ＳＤＧｓの「17の目標」は範囲が多岐にわたるため、具
体的に理解することが難しいところがあります。この本
では身近なところで見かけるさまざまなマークを見開き
で紹介し、それがＳＤＧｓのどの目標とリンクしているか
を解説しています。
　身近なことから少しでもSDGｓを意識した生活を送る
ことで、地球の環境や人々の暮らしを守ることにつながり
ます。
　この本を通して、身近なところにあるマークを一緒に探
してみませんか？

社会福祉ライブラリーから

本の紹介
写
真
掲
載
以
外
の
寄
附
・
寄
贈
者
芳
名

●
波
上
宮
様
（
５
月
24
日
） 

●
九
州
納
豆
組
合
様
（
７
月
８
日
）

※

本
会
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
総
務
企
画
部
ま
で
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TEL:098-887-2000　FAX:098-887-2024
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推進について
「スマイルライスプロジェクト」
お米券贈呈式、
運営適正化委員会　委員選出
令和４年度　九州老人福祉施設職員
研究Web大会（沖縄大会）、
令和４年度　沖縄県社協・各種別協
議会役員改選
第 13回　沖縄ねんりんピック開催
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県
社
協
で
は
県
内
の
18
の
民

間
福
祉
関
係
団
体
・
学
識
経
験

者
が
推
進
主
体
と
な
っ
て
「
地

域
の
人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築
き
支
え
合
う
社

会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
平
成
29

年
度
か
ら「
T
H
A
N
K
S（
サ

ン
ク
ス
）
運
動
（
以
下
「
運

動
」
と
い
う
）」
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
身
近
な
地
域

で
の
住
民
主
体
に
よ
る
支
え
合

い
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
様
々
な
課
題
に
対

し
て
、
各
関
係
機
関
が
連
携
し

対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目

指
し
、
全
県
的
な
運
動
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
１
住
民
主
体
の
支
え
合
い
活

動
・
住
民
相
互
の
取
り
組
み
の

推
進

 

住
民
自
身
が
、
社
会
的
孤
立
の

状
態
に
あ
る
方
や
地
域
の
福
祉

課
題
に
気
づ
き
、
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
に
主
体
的
に

関
わ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
支
え
合
い
・
生
活
支

援
活
動
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
２
地
域
に
お
け
る
課
題
に
対

し
て
関
係
機
関
が
連
携
し
て
対

応
す
る
取
り
組
み
の
推
進

 

社
協
、
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉

関
係
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等

が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
強
み
を
発

揮
し
、
住
民
主
体
の
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
課

題
の
解
決
に
向
け
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

　
３
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
を
担
う
人
材
の
配
置

の
推
進

 

市
町
村
社
協
等
に
学
校
区
・
民

児
協
区
等
を
担
当
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を

担
う
人
材
を
配
置
し
、
住
民
主

体
の
小
地
域
福
祉
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

 
ま
た
、
社
会
的
孤
立
状
態
に
あ

る
住
民
や
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ

の
把
握
、
他
団
体
等
と
の
連
携

に
よ
る
円
滑
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

●
運
動
推
進
会
議
・
幹
事
会
の

設
置
・
開
催

 

運
動
の
推
進
体
制
と
し
て
、
県

内
18
の
民
間
福
祉
団
体
等
が
推

進
団
体
と
な
り
、
各
団
体
の
代

表
者
で
構
成
さ
れ
る
「
推
進
会

議
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

各
推
進
団
体
の
実
務
者
レ
ベ
ル

で
構
成
さ
れ
る
「
幹
事
会
」
を

置
き
、
運
動
の
推
進
策
等
の
協

議
を
図
り
ま
し
た
。

●
広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進

 

県
民
福
祉
講
演
会
の
開
催
や
ロ

ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

活
用
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
の

ぼ
り
等
を
作
成
し
、
関
係
機
関

等
に
配
布
し
ま
し
た
。

●
社
会
的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事

業
の
成
果
の
普
及
促
進

　
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
2
年
度

の
期
間
「
県
社
協
社
会
福
祉
振
興

基
金
」
を
活
用
し
て
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

地
域
で
の
つ
な
が
り
、
支
え
合
い

体
制
の
構
築
を
目
指
し
た
「
社
会

的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事
業
」
を
実

施
し
、
5
市
町
村
社
協
へ
の
助
成

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
デ
ル

社
協
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
報
告
書
等
を
作
成
し
、

他
社
協
へ
の
普
及
・
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

●
社
会
福
祉
法
人
の
公
益
的
な

取
り
組
み
と
の
連
動

　
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
地

域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組

み
へ
の
積
極
的
な
展
開
が
求
め

ら
れ
る
な
か
、
地
域
に
お
け
る

福
祉
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
を
踏
ま

え
、
地
域
の
複
数
法
人
が
連

携
・
協
働
し
て
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
3
年

度
ま
で
を
第
1
期
と
し
て
進
め

て
き
た
本
運
動
は
、
令
和
4
年

度
か
ら
第
2
期
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
次
期
運
動
に
向
け
て
の

取
り
組
み
課
題
と
し
て
、
①
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
的
孤
立

へ
の
対
応
②
市
町
村
段
階
で
の

運
動
の
更
な
る
普
及
・
促
進
③

市
町
村
が
進
め
る
包
括
的
な
支

援
体
制
整
備
と
の
連
携
④
各
推

進
団
体
に
よ
る
主
体
的
な
運
動

へ
の
参
加
促
進
⑤
企
業
・
団
体

等
の
運
動
へ
の
参
画
の
働
き
か

け
等
が
あ
り
ま
す
。
　
　

　
こ
れ
ら
課
題
へ
の
対
応
に
向

け
、
各
推
進
団
体
と
の
連
携
の

も
と
更
な
る
運
動
推
進
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
社
会
的
課

題
の
一
つ
で
あ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
地
域
に
お
け
る
支
援

状
況
や
課
題
等
の
実
態
を
把
握

し
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連

携
し
た
対
応
策
を
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
町
村
社
協
に

対
す
る
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実

態
把
握
調
査
」
の
実
施
や
、
支

援
ス
キ
ル
向
上
等
に
向
け
て
の

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
い
き

ま
す
。

　
調
査
報
告
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
県
社
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
い
た
し
ま

す
。

　
県
社
協
で
は
令
和
元
年
度
よ

り
、
沖
縄
県
か
ら
委
託
を
受

け
、
「
沖
縄
県
子
ど
も
の
居
場

所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
（
以
下
、

県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
地

域
の
子
ど
も
の
居
場
所
等
の
活

動
を
支
え
る
た
め
、
運
営
者
や

支
援
者
が
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が

り
、
支
え
合
う
広
域
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
の
居
場
所
の
運
営
形

態
は
様
々
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
N
P
O
法
人
、
企
業
の

有
志
団
体
な
ど
に
広
が
り
を
み

せ
、
食
事
や
学
習
支
援
・
キ
ャ

リ
ア
形
成
な
ど
得
意
分
野
を
活

か
し
な
が
ら
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
現
在

1
6
8
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
（
令
和
４
年
３
月
31
日
現

在
）。

　
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
県

社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
子
ど

も
の
居
場
所
へ
の
各
種
助
成
金

情
報
や
居
場
所
の
取
り
組
み
事

例
等
団
体
の
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
圏
域
等
の
居

場
所
運
営
者
や
支
援
関
係
者
等

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指

し
た
連
絡
会
の
立
ち
上
げ
、
運

営
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
４
月
に
う
る
ま

市
社
協
と
連
携
し
「
う
る
ま
市

子
ど
も
の
居
場
所
ゆ
ん
た
く
会

（
連
絡
会
）」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
居
場
所
同
士
の
ゆ
る
や
か
な

つ
な
が
り
構
築
や
活
動
に
役
立

つ
ヒ
ン
ト
等
の
情
報
交
換
等
を

行
い
ま
し
た
。

　
県
内
の
企
業
・
団
体
等
か
ら

居
場
所
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
毎
年
多
く
の
寄
付
寄
贈
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
寄

贈
物
品
の
受
け
入
れ
、
居
場
所

へ
の
配
分
調
整
を
し
な
が
ら
、

継
続
し
た
支
援
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
企
業
・

団
体
か
ら
の
物
品
の
寄
贈
が
急

増
し
、
こ
れ
ま
で
繋
が
り
の
な

か
っ
た
企
業
等
と
連
携
を
図
る

良
い
機
会
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
合
同
会
社 

優
伸
様

に
は
浦
添
市
国
道
58
号
線
沿
い

に
あ
る
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ
設

置
さ
れ
て
い
る
大
型
ビ
ジ
ョ
ン

で
、
居
場
所
の
取
り
組
み
等
を

広
報
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
「
企
業

連
携
報
告
会
」
の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
、
企
業
と
連
携
し
た

居
場
所
支
援
の
あ
り
方
や
方
策

等
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
共

有
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

物
資
の
円
滑
な
受
入
調
整
等
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
居
場
所
へ
支
援
を

し
た
い
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
か
分
か
ら
な
い
等
ご
質

問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
県

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
０
９
８-

８
８

４-

４
５
４
８
）
へ
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
(^ ^)

THANKS運動の推進について

▲社会的孤立対策モデル事業報告書

「うるま市子どもの居場所
ゆんたく会（連絡会）」の様子

ホームセンター（浦添市）に設置されている
大型ビジョンの様子

サ
ン
ク
ス
運
動
と
は

運
動
が
進
め
る
３
つ
の
柱

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

沖
縄
子
ど
も
居
場
所

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

こ
ん
な
活
動
し
て
い
ま
す
♪

企
業
等
か
ら
の
支
援
調
整

今回の特集は、サンクス運動が目指しているものは何か、そして運動の一環として子ども居場所を通
じた地域の支え合いを進める「子どもの居場所ネットワーク事業」の取り組みについて紹介します。

特
集

サンクス

2022.9.1福祉情報おきなわ 2



　
県
社
協
で
は
県
内
の
18
の
民

間
福
祉
関
係
団
体
・
学
識
経
験

者
が
推
進
主
体
と
な
っ
て
「
地

域
の
人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築
き
支
え
合
う
社

会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
平
成
29

年
度
か
ら「
T
H
A
N
K
S（
サ

ン
ク
ス
）
運
動
（
以
下
「
運

動
」
と
い
う
）」
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
身
近
な
地
域

で
の
住
民
主
体
に
よ
る
支
え
合

い
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
様
々
な
課
題
に
対

し
て
、
各
関
係
機
関
が
連
携
し

対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目

指
し
、
全
県
的
な
運
動
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
１
住
民
主
体
の
支
え
合
い
活

動
・
住
民
相
互
の
取
り
組
み
の

推
進

 

住
民
自
身
が
、
社
会
的
孤
立
の

状
態
に
あ
る
方
や
地
域
の
福
祉

課
題
に
気
づ
き
、
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
に
主
体
的
に

関
わ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
支
え
合
い
・
生
活
支

援
活
動
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
２
地
域
に
お
け
る
課
題
に
対

し
て
関
係
機
関
が
連
携
し
て
対

応
す
る
取
り
組
み
の
推
進

 

社
協
、
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉

関
係
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等

が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
強
み
を
発

揮
し
、
住
民
主
体
の
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
課

題
の
解
決
に
向
け
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

　
３
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
を
担
う
人
材
の
配
置

の
推
進

 

市
町
村
社
協
等
に
学
校
区
・
民

児
協
区
等
を
担
当
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を

担
う
人
材
を
配
置
し
、
住
民
主

体
の
小
地
域
福
祉
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

 

ま
た
、
社
会
的
孤
立
状
態
に
あ

る
住
民
や
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ

の
把
握
、
他
団
体
等
と
の
連
携

に
よ
る
円
滑
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

●
運
動
推
進
会
議
・
幹
事
会
の

設
置
・
開
催

 

運
動
の
推
進
体
制
と
し
て
、
県

内
18
の
民
間
福
祉
団
体
等
が
推

進
団
体
と
な
り
、
各
団
体
の
代

表
者
で
構
成
さ
れ
る
「
推
進
会

議
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

各
推
進
団
体
の
実
務
者
レ
ベ
ル

で
構
成
さ
れ
る
「
幹
事
会
」
を

置
き
、
運
動
の
推
進
策
等
の
協

議
を
図
り
ま
し
た
。

●
広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進

 

県
民
福
祉
講
演
会
の
開
催
や
ロ

ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

活
用
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
の

ぼ
り
等
を
作
成
し
、
関
係
機
関

等
に
配
布
し
ま
し
た
。

●
社
会
的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事

業
の
成
果
の
普
及
促
進

　
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
2
年
度

の
期
間
「
県
社
協
社
会
福
祉
振
興

基
金
」
を
活
用
し
て
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

地
域
で
の
つ
な
が
り
、
支
え
合
い

体
制
の
構
築
を
目
指
し
た
「
社
会

的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事
業
」
を
実

施
し
、
5
市
町
村
社
協
へ
の
助
成

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
デ
ル

社
協
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
報
告
書
等
を
作
成
し
、

他
社
協
へ
の
普
及
・
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

●
社
会
福
祉
法
人
の
公
益
的
な

取
り
組
み
と
の
連
動

　
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
地

域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組

み
へ
の
積
極
的
な
展
開
が
求
め

ら
れ
る
な
か
、
地
域
に
お
け
る

福
祉
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
を
踏
ま

え
、
地
域
の
複
数
法
人
が
連

携
・
協
働
し
て
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
3
年

度
ま
で
を
第
1
期
と
し
て
進
め

て
き
た
本
運
動
は
、
令
和
4
年

度
か
ら
第
2
期
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
次
期
運
動
に
向
け
て
の

取
り
組
み
課
題
と
し
て
、
①
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
的
孤
立

へ
の
対
応
②
市
町
村
段
階
で
の

運
動
の
更
な
る
普
及
・
促
進
③

市
町
村
が
進
め
る
包
括
的
な
支

援
体
制
整
備
と
の
連
携
④
各
推

進
団
体
に
よ
る
主
体
的
な
運
動

へ
の
参
加
促
進
⑤
企
業
・
団
体

等
の
運
動
へ
の
参
画
の
働
き
か

け
等
が
あ
り
ま
す
。
　
　

　
こ
れ
ら
課
題
へ
の
対
応
に
向

け
、
各
推
進
団
体
と
の
連
携
の

も
と
更
な
る
運
動
推
進
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
社
会
的
課

題
の
一
つ
で
あ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
地
域
に
お
け
る
支
援

状
況
や
課
題
等
の
実
態
を
把
握

し
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連

携
し
た
対
応
策
を
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
町
村
社
協
に

対
す
る
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実

態
把
握
調
査
」
の
実
施
や
、
支

援
ス
キ
ル
向
上
等
に
向
け
て
の

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
い
き

ま
す
。

　
調
査
報
告
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
県
社
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
い
た
し
ま

す
。

　
県
社
協
で
は
令
和
元
年
度
よ

り
、
沖
縄
県
か
ら
委
託
を
受

け
、
「
沖
縄
県
子
ど
も
の
居
場

所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
（
以
下
、

県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
地

域
の
子
ど
も
の
居
場
所
等
の
活

動
を
支
え
る
た
め
、
運
営
者
や

支
援
者
が
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が

り
、
支
え
合
う
広
域
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
の
居
場
所
の
運
営
形

態
は
様
々
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
N
P
O
法
人
、
企
業
の

有
志
団
体
な
ど
に
広
が
り
を
み

せ
、
食
事
や
学
習
支
援
・
キ
ャ

リ
ア
形
成
な
ど
得
意
分
野
を
活

か
し
な
が
ら
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
現
在

1
6
8
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
（
令
和
４
年
３
月
31
日
現

在
）。

　
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
県

社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
子
ど

も
の
居
場
所
へ
の
各
種
助
成
金

情
報
や
居
場
所
の
取
り
組
み
事

例
等
団
体
の
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
圏
域
等
の
居

場
所
運
営
者
や
支
援
関
係
者
等

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指

し
た
連
絡
会
の
立
ち
上
げ
、
運

営
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
４
月
に
う
る
ま

市
社
協
と
連
携
し
「
う
る
ま
市

子
ど
も
の
居
場
所
ゆ
ん
た
く
会

（
連
絡
会
）」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
居
場
所
同
士
の
ゆ
る
や
か
な

つ
な
が
り
構
築
や
活
動
に
役
立

つ
ヒ
ン
ト
等
の
情
報
交
換
等
を

行
い
ま
し
た
。

　
県
内
の
企
業
・
団
体
等
か
ら

居
場
所
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
毎
年
多
く
の
寄
付
寄
贈
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
寄

贈
物
品
の
受
け
入
れ
、
居
場
所

へ
の
配
分
調
整
を
し
な
が
ら
、

継
続
し
た
支
援
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
企
業
・

団
体
か
ら
の
物
品
の
寄
贈
が
急

増
し
、
こ
れ
ま
で
繋
が
り
の
な

か
っ
た
企
業
等
と
連
携
を
図
る

良
い
機
会
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
合
同
会
社 

優
伸
様

に
は
浦
添
市
国
道
58
号
線
沿
い

に
あ
る
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ
設

置
さ
れ
て
い
る
大
型
ビ
ジ
ョ
ン

で
、
居
場
所
の
取
り
組
み
等
を

広
報
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
「
企
業

連
携
報
告
会
」
の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
、
企
業
と
連
携
し
た

居
場
所
支
援
の
あ
り
方
や
方
策

等
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
共

有
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

物
資
の
円
滑
な
受
入
調
整
等
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
居
場
所
へ
支
援
を

し
た
い
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
か
分
か
ら
な
い
等
ご
質

問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
県

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
０
９
８-

８
８

４-

４
５
４
８
）
へ
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
(^ ^)

THANKS運動の推進について

▲社会的孤立対策モデル事業報告書

「うるま市子どもの居場所
ゆんたく会（連絡会）」の様子

ホームセンター（浦添市）に設置されている
大型ビジョンの様子

サ
ン
ク
ス
運
動
と
は

運
動
が
進
め
る
３
つ
の
柱

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

沖
縄
子
ど
も
居
場
所

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

こ
ん
な
活
動
し
て
い
ま
す
♪

企
業
等
か
ら
の
支
援
調
整

今回の特集は、サンクス運動が目指しているものは何か、そして運動の一環として子ども居場所を通
じた地域の支え合いを進める「子どもの居場所ネットワーク事業」の取り組みについて紹介します。

特
集

サンクス
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7
月
13
日
、
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
「
沖
食
グ
ル
ー
プ
様 

沖
縄
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
様　

ス

マ
イ
ル
ラ
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

お
こ
め
券 

贈
呈
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
ス
マ
イ
ル
ラ
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
沖
縄
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

が
運
営
す
る
「
燃
費
王
」
サ
イ
ト

を
活
用
し
、
貯
ま
っ
た
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
約
１
５
０
万
ポ
イ
ン
ト
（
1

ポ
イ
ン
ト
＝
1
円
）
を
お
こ
め
券

へ
換
金
し
寄
贈
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。

　

沖
食
グ
ル
ー
プ 

沖
縄
食
糧
株

式
会
社 

中
村 

徹 

社
長
は
挨
拶

の
中
で
「
企
業
に
は
業
種
に
よ
っ

て
様
々
な
支
援
の
形
が
あ
り
、
と

も
に
協
力
し
、
広
げ
て
い
く
こ
と

で
県
民
に
大
き
な
社
会
貢
献
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

　

沖
縄
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会

社　

野
原 

朝
昌 

社
長
か
ら
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
沖
縄
食
糧
や
様
々

な
会
社
な
ど
と
一
緒
に
輪
を
広

　
8
月
18
日
、
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス

運
営
適
正
化
委
員
会
の
全
体
会

議
が
開
か
れ
、
委
員
長
に
竹
藤
登

氏
（
沖
縄
県
社
会
福
祉
士
会
顧

問
）
が
、
副
委
員
長
に
照
屋
建
太

氏
（
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

教
授
）
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
の
任
期
は
令
和
6
年

8
月
2
日
ま
で
。

げ
て
い
き
、
こ
れ
か
ら
も
色
ん
な

貢
献
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
こ
め
券
は
、
１
５
０
万
分
を

県
社
協
へ
、
50
万
円
分
を
浦
添
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
贈
ら
れ
ま

し
た
。

 
県
社
協
で
は
、
県
こ
ど
も
の
居

場
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、

県
内
の
子
ど
も
の
居
場
所
に
配

分
を
行
い
ま
す
。
浦
添
市
社
協
で

は
夏
休
み
期
間
中
、
市
内
の
児
童

を
対
象
に
弁
当
を
無
料
配
布
す

る
夏
休
み
「
食
」
の
応
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　

県
内
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
御
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

委
員
会
は
、
社
会
福
祉
法
第
83
条

に
基
づ
き
都
道
府
県
社
会
福
祉

協
議
会
に
設
置
さ
れ
る
機
関
で
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情

の
適
切
な
解
決
を
図
る
ほ
か
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の

適
切
な
運
営
を
確
保
す
る
役
割

を
担
い
ま
す
。
沖
縄
県
で
は
、
各

分
野
か
ら
12
名
の
委
員
を
選
任

「スマイルライスプロジェクト」
お米券 贈呈式の様子

し
て
お
り
、
2
か
月
に
1
度
委
員

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談

は
、
事
業
所
段
階
で
解
決
困
難
な

事
例
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
様
々
な
分
野
の
専
門
家
の
委

員
が
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら

解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
適
切
な
苦
情
解

決
と
い
う
側
面
か
ら
、
今
後
も
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

　
　
　
～
委
員
長
に
竹
藤
登
氏
を
再
任
～

沖
食
グ
ル
ー
プ
×
沖
縄
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

「
ス
マ
イ
ル
ラ
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
お
こ
め
券
贈
呈
式

第 12期沖縄県福祉サービス運営適正化委員会
委員名簿

任期（令和4年 8月 3日～令和 6年 8月 2日）

氏　名　　　　　　　　所　属　　　　　 　　選出分野

竹藤　登

照屋建太

垣花秀美

高石　大

津山順子

兼浜克弥

西村夏生

又吉夏二

川田浩一朗

町田真子

宮里明美

當銘由香

沖縄県社会福祉士会　顧問

沖縄キリスト教短期大学　教授

沖縄県介護福祉士会　会長

沖縄県精神保健福祉士協会　委員

沖縄県手をつなぐ育成会　理事

沖縄県精神保健福祉会連合会　理事

沖縄県知的障害者福祉協会　副会長

沖縄県老人福祉施設協議会　理事

沖縄弁護士会　弁護士
ゆいまーる法律事務所共同代表

EY税理士法人沖縄事務所　税理士

沖縄県看護協会　副会長

沖縄県医療ソーシャルワーカー
協会　副会長

公益代表

公益代表

公益代表

公益代表

提供者代表

提供者代表

法律代表

法律代表

医療代表

医療代表

利用者
団体代表
利用者
団体代表
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九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合

会
（
以
下
、「
九
社
連
」）、
九
社

連
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
、
沖
縄

県
社
会
福
祉
協
議
会
、
沖
縄
県
老

人
福
祉
施
設
協
議
会
は
、
８
月
１

日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
、
令
和
４

年
度
九
州
老
人
福
祉
施
設
職
員

研
究
W
e
b
大
会
（
沖
縄
大
会
）

を
開
催
し
ま
し
た
。「
総
合
力

を
高
め
よ
う
！
介
護
現
場
の
力

i
n
お
き
な
わ
～
新
た
な
扉
は
、

私
た
ち
自
身
の
手
で
開
く
～
」
を

主
題
と
し
た
大
会
に
は
、
九
州
各

県
か
ら
老
人
福
祉
関
係
４
３
９

施
設
・
事
業
所
の
職
員
等
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
全
体
会
で
は
、
全
国
老
人
福
祉

施
設
協
議
会
（
以
下
、「
全
国
老

施
協
」）
の
平
石
朗
会
長
に
よ
る

全
国
老
施
協
事
業
に
関
す
る
基

調
報
告
と
、
厚
生
労
働
省
老
健
局

高
齢
者
支
援
課
の
須
藤
明
彦
課

長
に
よ
る
介
護
保
険
制
度
の
現

状
と
当
面
の
諸
課
題
に
つ
い
て

の
行
政
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
講
演
と
し
て
、
Ｈ

２
Ｌ
株
式
会
社
・
代
表
で
琉
球
大

学
工
学
部
・
教
授
の
玉
城
絵
美

氏
か
ら
「
研
究
か
ら
の
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
～Body Sharing

の

場
合
～
」
を
テ
ー
マ
に
、「Body 

Sharing

」
と
い
う
体
験
共
有
の

新
技
術
に
よ
っ
て
世
の
中
や
介

護
現
場
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く

の
か
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
究
部
会
で
は
、
全
部
で
64
の

研
究
発
表
（
8
テ
ー
マ
×
8
研
究

発
表
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
施
設
・
事
業
所
が
工
夫
を
凝

ら
し
、
よ
り
良
い
利
用
者
支
援
、

職
員
の
資
質
向
上
、
地
域
貢
献
活

動
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

が
分
か
る
研
究
発
表
で
、
参
加
施

設
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
内

容
も
あ
り
、
有
意
義
な
研
究
部
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
研
究
発
表
は
九
州
各

県
・
市
老
施
協
か
ら
選
出
さ
れ
た

審
査
委
員
に
よ
る
審
査
が
行
わ

れ
、
テ
ー
マ
ご
と
に
優
秀
賞
（
1

発
表
）、
奨
励
賞
（
2
発
表
）
が

決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
者
の
う
ち

9
発
表
は
、
来
年
1
月
に
開
催
さ

れ
る
「
第
1
回
全
国
老
人
福
祉
施

設
大
会
・
研
究
会
議
～
Ｊ
Ｓ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
栃
木
～
」
で
の

研
究
発
表
者
と
し
て
全
国
老
施

協
へ
推
薦
い
た
し
ま
し
た
。▲研究発表の様子

令
和
４
年
度
沖
縄
県
社
協
・
各
種

別
協
議
会
の
役
員
改
選
に
つ
い
て

　

県
保
育
協
議
会
と
県
心
身
障

害
児
者
施
設
協
議
会
の
役
員
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

県
保
育
協
議
会

会　
長  

上う
え

原は
ら 

東あ
ず
ま（

す
こ
や
か
保
育
園
）

副
会
長  
幸こ

う

田だ

す
が
よ

（
牧
港
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
）

副
会
長  

新あ
ら

垣か
き

初は
つ

美み

（
沖
縄
市
知
花
保
育
所
）

副
会
長  

山や
ま

根ね 

晃あ
き
ら

（
う
る
ま
市
保
育
こ
ど
も
園
課
）

県
心
身
障
害
児
者
施
設
協
議
会

会　
長  

伊い

佐さ

智と
も

樹き

（
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
）

副
会
長  

知ち

念ね
ん

隆た
か

生お

（
高
志
保
園
）

副
会
長  

上う
え

間ま

丈た
け

文ふ
み

（
よ
み
た
ん
救
護
園
）

令
和
４
年
度　

九
州
老
人
福
祉
施
設
職
員
研
究
W
e
b
大
会

（
沖
縄
大
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
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第13回

沖縄ねんりんピックを
開催します！

沖縄ねんりんピックを
開催します！

シニアの方の創作意欲あふれる美術作品を募集します！

【お問い合わせ】　いきいき長寿センター　　電話：098-887-1344
主催：沖縄県、沖縄県社会福祉協議会
ホームページアドレス：https://www.okishakyo.or.jp/ikiiki/

作 品 募 集作 品 募 集

スポーツ交流大会・文化交流大会スポーツ交流大会・文化交流大会

第13回 かりゆし美術展第13回 かりゆし美術展

　高齢者に適したスポーツ、文化活動等を通じて、生きがいと健康づくりを進め、明るく活力ある長寿社会づくりの
促進を目的に開催しています。（主催：沖縄県、沖縄県社会福祉協議会）
　今年度は、第13回沖縄ねんりんピック（スポーツ交流大会、文化交流大会）として下記のとおり県内各地で競技が
実施されます。

　今年で第13回を迎える『かりゆし美術展』は、毎年多くの力作、良作が集まる県内最大のシニア向けアマチュア展
覧会です。日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真の6部門の募集作品の中から、特に優秀な作品に沖縄県知事賞が授与さ
れます。また、各部門上位2作品から全国健康福祉祭への出品も行われ、より多くの方に作品を見てもらう機会とな
ります。
　今年もたくさんのシニアの方の、自由で豊かな感性で作られた作品を心よりお待ちしております！

★スポーツ交流大会（17種目）
　【9月 4日～ 11月 6日】
ラージボール卓球 テニス ソフトテニス ソフトボール
ゲートボール ペタンク マラソン 弓道
剣道 グラウンド・ゴルフ 太極拳 ソフトバレーボール
ダンススポーツ ボウリング 
還暦軟式野球 水泳
サッカー

★文化交流大会（2種目）
　【9月 25日・10月 17日】
将棋 囲碁

※新型コロナウイルス感
染状況によっては本大
会を中止・延期する場
合もございます。ご理
解・ご協力をお願いし
ます。
※各競技開催日程等は、
県社協（いきいき長寿
センター）ホームペー
ジをご覧ください。

QRコード

申込受付 令和 4年 9月 1日（木）～ 11月 30日（水）必着

作品展示 令和 5年 1月 26日（木）～ 1月 29日（日）
沖縄県立博物館・美術館 企画ギャラリー 1・2

作品搬入 令和 5年 1月 10日（火）　 沖縄県総合福祉センター　ゆいホール

出 品 料 3,000 円　※金融機関からの振込のみ受付

下記ホームページから申込書をダウンロードできます。　
※新型コロナウイルス感染症拡大防止等のため、作品展示の中止または内容を変更する場合があります。 第12回　沖縄県知事賞　受賞作品

部　　門 県内在住、59歳以上のアマチュアの方（昭和 39年 4月 1日以前生まれ）
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沖縄県社協に令和4年度から新たに5名の職員が仲間入りしました。皆様よろしくお願いいたします！

１．県社協への入職を希望した理由
県社協で約 3 年半嘱託職員として従事した後、専門学校で社会福祉士の勉強を
する中で、充分な福祉的支援を受けられず困っている人々がいることを改めて
知りました。地域の中で困っている住民の声を聴き、多様で複合的な地域生活
課題を『我が事』として捉え、地域住民と関係機関が連携して、解決に向けて
協働できる社会にしたいと思ったからです。

２．現在の仕事の内容
生活福祉資金の貸付相談を担当しています。相談理由や背景等を聞き取り、円
滑な資金貸付を行うだけでなく、自立相談支援機関や民生委員等の関係機関と
連携し、相談者・世帯が自立した生活を送れるようお手伝いをしています。

３．仕事をするうえで大切にしていること
制度や社会資源等を広く理解し、相談者・世帯の困りごとやその背景に寄り添っ
た解決策を提案できるよう勉強を継続しています。

４．今後の抱負（一言メッセージ）
感謝を忘れず、様々なことに挑戦してまいりたいと思いますので、よろしくお
願いします！

１．県社協への入職を希望した理由
会社を陰から支える会計の仕事に興味があり、会計職員の採用試験を受験しま
したが、学生の頃は介護の仕事にも興味がありました。県社協なら幅広く福祉
事業に関わりながら、会計の仕事ができると思い志望しました。

２．現在の仕事の内容
主に支払業務を担当しています。会計職員として適切な会計処理を行うことは、
県民や関連企業・団体などとの信頼関係の構築につながっていることを意識し
て仕事しています。

３．仕事をするうえで大切にしていること
社会人になって初めての職場で慣れないことも多く、ミスすることもあります
が、同じミスを繰り返さないよう工夫を凝らして仕事をしています。

４．今後の抱負
先輩職員にアドバイスをもらいながら、自分にできることを少しずつ増やして、
他職員が仕事しやすいよう会計担当として支えていきたいと思います。

１．県社協への入職を希望した理由
臨時職員として県社協で勤務するなかで、他部署関係なく、連携・協力の体
制がしっかりしている環境で、県社協の一員として働きたいと思い入職を希
望しました。

２．現在の仕事の内容
介護支援専門員（ケアマネジャー）実務研修受講試験に係る業務、介護人材
キャリアアップ研修の実施、福祉のお仕事面接会の企画・実施の事業を担当
しています。

３．仕事をするうえで大切にしていること
仕事をするうえで、悩んだときや判断に迷った時は、ひとりで考え込まず、
周りの職員に相談し、意見やアドバイスをもらうことを大切にしています。

４．今後の抱負（一言メッセージ）
先輩方のようになれるよう頑張ります！

林　浩二さん（民生部）
令和 4 年 4 月採用

屋比久 裕也さん（総務企画部）
令和 4 年 4 月採用

長濱 神奈さん（福祉人材研修センター）
令和 4 年 4 月採用

私たち「新人職員」です！（沖縄県社協の職員紹介）
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生
活
福
祉
資
金
　
教
育
支
援

資
金
貸
付
の
ご
案
内

生
活
福
祉
資
金
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
実
績

～
債
権
管
理
に
向
け
た
取
組
み
～

　

県
社
協
で
は
低
所
得
者
世
帯

（
生
活
保
護
世
帯
含
む
）・
高
齢
者

世
帯
・
障
害
者
世
帯
に
対
し
、
生

活
福
祉
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
回
は
入
学
や
就
学

に
際
し
必
要
な
費
用
を
貸
し
付

け
る
教
育
支
援
資
金
の
ご
案
内

で
す
。

※
対
象
と
な
る
学
校
や
経
費
等

は
下
記
参
照

対
象
世
帯
：
低
所
得
世
帯
（
生
活

保
護
法
に
基
づ
く
生
活
保
護
基

準
額
１・75
倍
以
内
）
の
世
帯
で
、

必
要
な
資
金
に
つ
い
て
他
か
ら

の
借
入
が
で
き
な
い
世
帯
等

※
お
申
込
み
か
ら
返
済
が
完
了

す
る
ま
で
、
地
域
を
担
当
す
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
等
に
よ
る
援

助
活
動
（
相
談
等
の
サ
ポ
ー
ト
）

を
行
い
ま
す
。

※
奨
学
金
や
教
育
ロ
ー
ン
、
母
子

父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
（
母
子

父
子
寡
婦
世
帯
が
対
象
）
等
が
利

用
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き
る
場
合
は
、
そ
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優
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な
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す
。
そ
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な
資
金
が
不
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し
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い
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場
合

は
貸
付
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場
合
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い

ま
す
。

ご
相
談
・
申
し
込
み
窓
口

　

お
住
い
の
市
町
村
社
協
が
ご

～
特
例
貸
付
の
経
過
～

　
県
社
協
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

休
業
や
失
業
等
で
減
収
の
あ
っ

た
世
帯
を
対
象
に
「
緊
急
小
口
資

金
」「
総
合
支
援
資
金
」
の
特
例

貸
付
を
令
和
2
年
3
月
25
日
か

ら
実
施
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て
い
ま
す
。
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、
新
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コ
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ウ

イ
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初
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付
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付
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※
「
延
長
貸
付
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了

※
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付
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3
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付
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セ
ー
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み
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り
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電
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市
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村
社

協
ま
た
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縄
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協
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ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
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て
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確
認
く
だ
さ
い
。

教
育
支
援
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ず
れ
も
無
利
子
）
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ど
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就学
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家財道具購入費など

～
償
還
免
除
の
申
請
～

　

償
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免
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の
対
象
と
な
る
主

な
要
件
は
、
表
２
の
と
お
り
で

す
。
令
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4
年
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緊
急
小
口

資
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総
合
支
援
資
金
初
回
（
い

ず
れ
も
令
和
4
年
3
月
末
ま
で

の
申
請
分
）
の
免
除
申
請
が
行
え

ま
す
。
受
付
期
限
は
、
令
和
4
年

9
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
社
協
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は
、
適
切
な
債
権
管

理
の
た
め
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
業
務
体
制
の
整

備
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮
と
な
っ
た

世
帯
の
生
活
支
援
に
向
け
て
、
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
や
自
立

相
談
支
援
機
関
等
と
連
携
し
、
地

域
に
お
け
る
総
合
相
談
・
生
活
支

援
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

■貸付決定件数：146,714件
■貸付決定金額：583億8,997万5千円

　
一
方
で
、
想
定
を
超
え
る
貸
付

相
談
が
市
町
村
社
協
の
窓
口
に
殺

到
し
た
こ
と
で
、
貸
付
以
外
の
就

労
支
援
等
の
必
要
な
支
援
に
丁
寧

に
つ
な
ぐ
こ
と
が
十
分
に
出
来
な

か
っ
た
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。

～
特
例
貸
付
の
実
績
～

　

令
和
4
年
6
月
末
ま
で
の
貸
付

決
定
件
数
と
貸
付
決
定
金
額
は
表

1
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
本
県
に
お
け
る
年
間

貸
付
件
数
の
約
３
９
２
倍
に
相
当

す
る
も
の
で
す
。

借受人及び世帯主が住民税非課税の
場合
（均等割・所得割ともに非課税）
借入後に生活保護を受給している
場合
精神保健福祉手帳（1 級）又は身体
障害者手帳（1 級又は 2 級）交付を
受けた場合
その他（死亡・自己破産・失踪宣告）

①

②

③

④

【表２】主な償還免除要件
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
　
沖
縄
県
で
は
こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ね

「赤い羽根共同募金」って。。。なぁに？

赤い羽根共同募金は、じぶんの住んでいる町を良くするため
の問題を解決するために使われています。

　
世
界
43
の
国
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
共
同
募
金
の
し
く
み
は
太
平
洋
戦
争

が
終
わ
っ
た
後
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
り
、
日

本
・
カ
ナ
ダ
・
南
ア
フ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
の
国
や
地
域
に
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。

ほ
か
の
国
で
も
共
同
募
金
っ
て

実
施
し
て
い
る
？

誰が募金を集めているの？
　共同募金会という民間の団
体が、市町村に「共同募金委
員会」を設置し、募金活動を
行ってます。

みんなの「？」にお答えしま～す！！

募
金
が
で
き
る
期
間
は
？

　
厚
生
労
働
大
臣
の
告
示
で
募
金
期
間
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
よ
り
、
10
月
1
日
か
ら
翌

年
の
3
月
31
日
ま
で
が
募
金
期
間
と
な
り

ま
し
た
。

か
な
ら
ず
募
金
し
な
い
と
ダ
メ
？

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
身
近
に
暮
ら
し
て
い
る
、

困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
を
支
援
す
る
た

め
の
任
意
の
募
金
で
す
。

　
募
金
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　募
金
の
金
額
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　「
誰
か
の
役
に
立
て
れ
ば
♪
」

　
た
す
け
あ
い
の
気
持
ち
を

　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

どこで募金すればいいの？
いろいろな方法で募金の呼びかけを行っています。

「職域募金」
会社の職員を対象

「戸別募金」
世帯を対象

赤い羽根共同募金へのお問合せは
「沖縄県共同募金会」まで
〒903-0804
那覇市首里石嶺町 4-373-1
沖縄県総合福祉センター西棟 4階
ＴＥＬ  ０９８-８８２-４３5３
ＦＡＸ  ０９８-８８２-４２７０
https://www.okishakyo.or.jp/

●「
法
人
募
金
」
企
業
を
対
象

●「
街
頭
募
金
」
通
行
人
を
対
象
と
し
共
同
募
金
の

Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
い
る

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
申
し
込
め
る
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
募
金
」「
コ
ン
ビ
ニ
募
金
」

「Yahoo!

ネ
ッ
ト
募
金
」「
ペ
イ
ジ
ー
を
利
用
し

た
募
金
」「W

EB M
O
N
EY

募
金
」
な
ど

「学校募金」
児童生徒を対象と
し、福祉教育を目
的としている

地域の子どもたちが安
心できる居場所を作る
活動

障がいのある人が外に
出かけるお手伝いをす
る活動

子育て中のお母さんや
お父さんが情報交換で
きる場所を作る活動

高齢者の見守りと地域
のつながりを絶やさな
い活動

　
令
和
4
年
度
の
助
成
金
額
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
地
域
福
祉
の
た
め
に
県
域
お
よ

び
市
町
村
で
使
わ
れ
る
助
成
金
と
、

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
と
学
び
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

「
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん
子
ど
も
の
希
望
募

金
」（
琉
球
新
報
社
と
の
連
携
）
の

助
成
内
容
の
詳
細
は
沖
縄
県
共
同

募
金
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

令
和
3
年
度
募
金
　令
和
4
年
度
事
業
の
助
成
金
が
内
定

助成内容 　　　　 金　　額

22,398,000 円

106,639,410 円

12,377,000 円
りゅうちゃん
子どもの希望募金

小地域助成
市町村社会福祉協議会

広域助成
県域で活動している団体
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Vol.205

【写真左から3人目】
沖縄ガス株式会社　
　常務取締役　原國 政人 様
【写真左から2人目】
沖縄ガス株式会社　
　総務部長　野﨑 洋一 様
【写真左から1人目】
沖縄ガス株式会社　
　総務課主任　諸喜田 誠 様
【写真右から3人目】
本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から2人目】
本会　常務理事　嘉陽 孝治

沖縄ガス株式会社様（7.29）

【写真左から1人目】
東洋羽毛九州販売株式会社鹿児島営業所　
　所長　野坂 広太 様
【写真右から2人目】
本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会　常務理事　嘉陽 孝治

東洋羽毛九州販売株式会社
　鹿児島営業所様（7.8）

【写真左から3人目】
沖縄明治乳業　株式会社　
　代表取締役社長　村田 紳 様
【写真左から2人目】
沖縄明治乳業株式会社　
　常務取締役　仲田 和男 様
【写真左から1人目】
沖縄明治乳業株式会社
　営業部企画課　課長代理　當眞 健太 様
【写真右から3人目】
本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から2人目】
本会　常務理事　嘉陽 孝治
【写真右から1人目】
本会　事務局長　高良 正樹

沖縄明治乳業株式会社様（6.14）

表紙の作品
作品名「木もれ日の中で」

作成者 :松田 杏子さん

寄附・寄贈者芳名（６月１日～７月31日）
ご寄附・ご寄贈いただき、誠にありがとうございました。

　
松
田
杏
子
さ
ん（
72
）は
、「
子

ど
も
の
ぬ
り
絵
の
下
絵
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
描
く

こ
と
が
楽
し
く
て
！
」
と
絵
を

描
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
当
時

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
木
も
れ
日
」
に
惹
か
れ
、

２
年
程
同
テ
ー
マ
を
中
心
に
制

作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
作
で
は
、
柔
ら
か
な
森
の

静
け
さ
の
中
を
二
人
で
歩
き
な

が
ら
、
光
輝
く
明
る
い
場
所
へ

進
ん
で
行
く
様
子
を
表
現
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
作
品
を
通
し
て
、
木
の
温
も

り
や
爽
や
か
な
風
等
の
沖
縄
の

自
然
が
与
え
て
く
れ
る
心
の
安

ら
ぎ
を
表
せ
た
ら
い
い
な
と
い

う
想
い
を
持
っ
て
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

　「
楽
し
い
こ
と
や
知
ら
な
い

こ
と
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ

る
。
楽
し
い
こ
と
を
探
し
な
が

ら
日
々
過
ご
し
た
い
」
と
語
る

松
田
さ
ん
。

　『
ち
む
ど
ん
ど
ん
』
素
敵
で

す
ね
。

編集
後記

令
和
4
年
度
も
折
り
返
し
地
点
目
前
。

　一息
つ
き
な
が
ら
、年
度
前
期
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？

　
さ
あ
、後
半
戦
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

探してみよう! マークで学ぶ SDGs　著者：蟹江　憲史

　ＳＤＧｓは世界共通の合言葉。貧困や不平等・格差、気
候変動などの様々な問題を解決するために、「17の目標」
を掲げて「だれも置き去りにしない世界」の実現を目指し
ています。
　ＳＤＧｓの「17の目標」は範囲が多岐にわたるため、具
体的に理解することが難しいところがあります。この本
では身近なところで見かけるさまざまなマークを見開き
で紹介し、それがＳＤＧｓのどの目標とリンクしているか
を解説しています。
　身近なことから少しでもSDGｓを意識した生活を送る
ことで、地球の環境や人々の暮らしを守ることにつながり
ます。
　この本を通して、身近なところにあるマークを一緒に探
してみませんか？

社会福祉ライブラリーから

本の紹介
写
真
掲
載
以
外
の
寄
附
・
寄
贈
者
芳
名

●
波
上
宮
様
（
５
月
24
日
） 

●
九
州
納
豆
組
合
様
（
７
月
８
日
）

※

本
会
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
総
務
企
画
部
ま
で
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〒903-8603　那覇市首里石嶺町 4-373-1
（県総合福祉センター内）

TEL:098-887-2000　FAX:098-887-2024
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広報紙「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部に共同募金配分金を充てております。

【特集】THANKS（サンクス）運動の
推進について
「スマイルライスプロジェクト」
お米券贈呈式、
運営適正化委員会　委員選出
令和４年度　九州老人福祉施設職員
研究Web大会（沖縄大会）、
令和４年度　沖縄県社協・各種別協
議会役員改選
第 13回　沖縄ねんりんピック開催

2

6

5

4

7

12

8
私たち『新人職員』です！
生活福祉資金コロナ特例貸付の実績報告、
生活福祉資金　教育支援資金貸付のご案内
福利厚生センターのご案内
赤い羽根共同募金
～こんなことに使われているんだね～、
令和４年度事業の助成金内定
インフォメーション、寄附者芳名、表紙の作者の
ご紹介　他
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